
３、頭を打ったとき
（１）まず、必要な手当て
①意識状態を見る。異状があればすぐに救急車を呼ぶ。
②はれている時は氷を入れたビニール袋をのせて冷やす。
③出血があれば清潔なガーゼで押さえる。
（２）下の質問をして、ひとつでも異状があれば救急車を呼ぶ。
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①君の名前は？　今日は何月何日？
②ここはどこ？　今何をしていたの？
③目を開けなさい。手を握りなさい。
4 （指を一本、目の前に立てて）何本ですか？
⑤手足がしびれている？　頭が痛い？
・多くは１分以内に呼びかけに反応するようになるので繰り返し確認する。
・５分以上たっても返事がなければ重傷
・耳からさらさらした血液が流れている時は、頭蓋底出血をおこしていることがある。この時は急いで救急車を呼ぶ。
（３）今日、家で気をつけること
①できるだけ静かにしておく。
②振動するものに乗らない。
③お風呂はひかえておく。
④万一、吐いたりした時のことを考えて、食事はひかえめに、消化の良いものを食べる。
⑤コーヒー、チョコレート、ピーナッツ類などの刺激物はひかえる。
（４）家でこんな症状が現れたら、すぐ受診する。
①意識が薄れてきたり、なくなった時
②つじつまの合わないことを言ったりする時
③頭痛が更にひどくなった時
④繰り返し吐く時
⑤けいれんがある時
⑥大便、小便を無意識のうちに漏らした時
⑦うまく話せなくなったり、手足のいずれかが不自由になってくる時
⑧そのほか、発熱が続くなど変わったことがある時
４　打撲
（１）まず、必要な手当て（基本はRICE法で）
　①打撲した所に力が入らず、痛みが楽になる姿勢で１時間ほど休ませる。
　②氷を入れたビニール袋（以下氷のうと言う）で２０～３０分冷やす。
　③弾力のある包帯（なければタオルでもよい）で、少し強めに、うっ血しない程度に巻く。
　④打撲した部分を心臓より高く上げる。手の場合は台の上に置く。足の場合は腰を下ろすか寝ころんで、丸めた毛布の上などに置く。２０～３０分程度。
（２）手当ての後の過ごし方
　①数日間は冷やし続ける。はれが目立たなくなり、皮膚のつっぱり感もなくなれば今度は温湿布にきりかえる。風呂もこの時までは打撲部分をお湯につけないようにする。
　②適切な治療をすれば２～３週間ぐらいで治る。
　③スポーツの再開は体重をかけても痛まないなど、完全に痛みが治まってからにする。
５　骨折
（１）まず、必要な手当て
①手足が冷たい。からだのふるえなどのショック症状のある時は、毛布やタオルで全身を包み、保温する。
②開放性骨折（複雑骨折）の場合は、傷口からの感染を防ぐため、先に傷の手当てをする。傷口の周りを消毒し、清潔なガーゼを当てる。
③痛みを一番感じない姿勢でRICEをおこなう。
　・副木などを使って、骨折した部分が動かないように固定する。
　・氷のうで、はれている部分を冷やす。
　・手・腕・指の場合、三角巾でつるして痛みの少ない高さに固定する。
④歩いたり、無理に動かしたりすると悪化するので、なるべく骨折した場所から動かさない。
5 固定する時、無理やり元の位置に戻したりせず痛みを一番感じない位置で固定する。
（２）骨折の見分け方
　・はれる　　　・ズキズキ痛む　　・動かしにくい
　・少し離れた所をたたくと、響くように痛む。
　・変形している　　・異状に動く　　　・コツコツ音がする
６　副木の当て方
（１）基本的な副木（副子、添え木）の当て方
　①副木は骨折や脱臼をした時に、治療を受ける前にけがをした部分を固定するために使う。
　　（必要な長さ、幅）
　　・骨折した部分の上下の関節に届く長さ
　　・骨折した部分の一番細い所よりも幅の広いもの
②骨がずれていても無理に元に戻したりせず、そのままの状態で固定する。
③体に当たっても痛くないように、タオルやガーゼを巻く。
　④けがをした部分に副木を当て、固定する。わきの下、ひざ、足首などにはタオルをたたんだものを入れると固定しやすい。
⑤包帯や三角巾などで、骨折した部分や痛む部分を避けて二か所以上を固定する。
（２）身体各部ごとの固定
　　　①上腕　　　　　　　　　　　　　　　　　　②太もも・ひざ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰から足首まで届く長さの副木で固
定する
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　　　　　　　腰・ひざ・足首の所
　　　　　　　　には補強のため
　　　　　　　　　にタオルなど
　　　　　　　　　　をたたんで
肩からひじの先　　　三角巾で腕をつ　　　　　　　　　　　　　　　入れる
　　　　に届くような副　　　り、更に別の布
　　　　木で固定する　　　　で胴体に固定する
　　　③前腕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④すね、足首
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太ももから足首まで届く長さの副木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で固定する。
ひじから指先ま　　　三角巾で痛みの
　　　　で届く長さの副　　　少ない高さにつ　　　　　　　　　　　　足首の場合は、足の
　　　　木で固定する　　　　るす　　　　　　　　　　　　　　　　　先まで固定する

⑤鎖骨・肩　　　　　　　　　　　　　　　　⑥指

　　　
　　　胸にタオルなどを　　別の布で、動か　　　指の手のひら側に　　指が伸ばせない時
　　　当て、手がひじよ　　ないように胴体　　　副木を当てて、ば　　は、ハンカチなど
　　　り高くなるように　　に固定する　　　　　んそうこうなどで　　を丸めて握らせ、
　　　して、腕をつる　　　　　　　　　　　　　固定する　　　　　　大きめの副木に固
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定する
７　人が倒れたら（心肺蘇生法）
（１）意識があるか調べる。
　　◇声をかけたり、肩をたたいて、反応があるかどうかみる
　　　　　　　　　　　　　　反応がなければ
　　　気道を確保する
　　　意識がないと、舌がのど奥に落ち込んで、気道をふさぎ、
　　　呼吸できなくなる。
　　　①片手を相手の額に当てる
　　　②もう片方の手で下あごの先を押し上げ
　　　　頭を後ろに反らす
（２）呼吸しているか調べる
　　◇気道を確保したまま、自分のほおと耳を患者の口に近づけて呼気を感じたり、胸の動きを見る。
　　　　　　　　　　　　反応がなければ
人工呼吸を行う
　　　①気道を確保したまま、額を押さえている手の親指と
　　　人差し指で、患者の鼻をつまむ
　　　②自分の口を大きく開けて、患者の口の周りにかぶせ
　　　患者の胸がふくらむまで息を吹き込む。
　　　③最初は静かに大きく２回、連続して吹き込む。
　　　④その後は、５秒に１回、繰り返す（幼児は４秒に１
　　　回、乳児は３秒に１回）
（３）脈はあるか調べる
　　◇剄動脈（首の左右の太い動脈）で調べる。人差し指と中指をそろえて、のどぼとけから横にたどり、くぼんでいる所を軽く押さえるとわかる。
　　　　　　　　　　　　　脈がなければ
　　　心臓マッサージを行う
　　　①胸骨上の圧迫点に、手のひらのつけ根を当てる。
　　　②両方の指がまっすぐになるように、他方の手を
　　　　重ねる。
　　　③圧迫点を垂直に、４～５ｃｍ、１分間に80～100
　　　　回のリズムで押し下げる。
　　　④一人でマッサージを行う場合
　　　　人工呼吸２回、マッサージ１５回のリズムで繰
　　　　り返す
　　　　　　　　　　　２回　　　　　　２回　　　　　　　　　　　胸骨上の圧迫点
　　　　人工呼吸　　　↓↓　１５回　　↓↓　１５回　　　　　　　　①胸骨の隅に２本の指を
　　　　心マッサージ　　　●　　　●　　　●　　　●　　　　　　　おく②その指に接して手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のひらの付け根をあてる
　　　⑤二人でマッサージを行う場合
　　　　人工呼吸２回の後、マッサージ５回、人工呼
　　　　吸１回のリズムで繰り返す
　　　　　　　　　　　２回　　　　　１回
　　　　人工呼吸　　　↓↓　５回　　↓　　　５回
　　　　心マッサージ　　　●　　　●　　　●　　　●
　ために
　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



①　雑誌、ものさし、折りたたみかさ、板きれ、段ボール


②　段ボール、板、かさ、毛布


③　雑誌、折りたたみかさ、段ボール、板きれ、ものさし


④　座布団、かさ、段ボール、板きれ、野球のバット
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